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ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
浜
か
ら
西
に
向
か
っ

て
楯
縫
郡
と
の
境
の
自
毛
埼

し
も
の
さ
き

ま
で
は
絶
壁

で
、
け
わ
し
い
海
岸
が
続
き
、
船
を
泊
め
る

所
が
な
い
と
あ
る
。
や
は
り
今
で
も
そ
う
と

う
け
わ
し
い
。

島
根
半
島
最
大
の
規
模
を
誇
る
、
八
束

郡
鹿
島
町
恵
曇

え
と
も

漁
港
一
帯
の
海
岸
に
あ
た

る
。
長
さ
は
浜
の
中
で
一
番
の
一
・
三
九

〇
キ
ロ
。
長
い
だ
け
あ
っ
て
説
明
も
そ
う
と

う
長
く
、
当
時
は
あ
た
り
一
面
砂
丘
で
、
桑

や
麻
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺

う
か
が

わ
せ
る

よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
記
述
が
見

惠
曇

え
と
も

濱
。
廣ひ

ろ

さ
二
里
一
百
八
十
歩ぶ

あ
り
。

東ひ
む
が
し

、
南

み
な
み

は
並
び
に
家
あ
り
。
西
は
野ぬ

、
北
は

大
海

お
ほ
う
み

な
り
。
即

す
な
わ

ち
浦
よ
り
在
家

さ

と

に
至
る
ま
で

の
間
、
四
方
並

よ
も
な
ら

び
に
石
木

い
は
き

な
く
、
白
沙

し
ら
す
な

の
積つ

も

れ
る
が
ご
と
し
。
大
風
の
吹
く
時
は
、
其そ

の

沙い
さ
ご

、
或あ

る
は
風
の
隨

ま
に
ま

に
雪
の
ご
と
く
零ふ

り
、

或
る
は
居ゐ

な
が
ら
流
れ
、
蟻あ

り

の
ご
と
く
散
り
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秋
鹿

あ

い

か

郡
て
、
桑
麻
を
掩
覆

お

ほ

ふ
。
即
ち
彫え

り
鑿う

が

て
る
磐い

は

壁か
べ

二
所
あ
り
。
一
所
は
厚
さ
三
丈
、
廣
さ
一

丈
、
高
さ
八
尺
あ
り
。
一
所
は
厚
さ
二
丈
二

尺
、
廣
さ
一
丈
、
高
さ
一
丈
あ
り
。
其
の
中

を
通
れ
る
川
、
北
に
流
れ
て
大
海
に
入
る
。

川
の
東
は
嶋
根
郡
な
り
。
西
は
秋
鹿
郡
の

内
な
り
。
川
の
口
よ
り
南
の
方か

た

、
田
の
邊

ほ
と
り

に

至
る
ま
で
の
間
、
長
さ
一
百
八
十
歩
、
廣
さ

一
丈
五
尺
あ
り
。
源
は
田
の
水
な
り
。
上
の

文
に
謂い

は
ゆ
る
佐
太

さ

だ

川
の
西
の
源
は
、
是
の

同
じ
き
處

と
こ
ろ

な
り
。
凡
そ
、
渡
村

わ
た
り
の
む
らの

田
の
水
は
、

南
と
北
と
に
別わ

か

る
る
な
り
。
古
老
の
傳つ

た

へ
に

云
へ
ら
く
、
嶋
根
郡
の
大
領

か

み

、
社
部
臣
訓
麻

こ
そ
べ
の
お
み
く
に
ま

呂ろ

が
祖お

や

、
波
蘇
等

は
そ
た
ち

、
稻
田
の

こ
み

に
依
り
て
彫え

り
堀ほ

り
た
る
所
な
り
。
浦
の
西
の
礒い

そ

よ
り
起

り
て
、
楯
縫
郡
の
堺
な
る
自
毛
埼

し
も
の
さ
き

に
盡い

た

る
間

の
濱
は
壁
峙

そ
ば
だ

ち
て
崔
嵬

さ

が

し
く
、
風
靜
か
な
り

と
雖

い
え
ど

も
、
往
來

ゆ
き
き

の
船
、
停
泊は

つ
る
頭

と
こ
ろ

な
し
。

鹿
島
町
芦
尾
浦

の
鼻
繰

は
な
ぐ
り

島
。
そ
の

名
の
と
お
り
、
ま

わ
り
の
島
々
と
比

べ
て
白
っ
ぽ
い
。

穴
も
開
い
て
い
る
。

白し
ろ

嶋
。
紫
苔
菜

の

り

生お

へ
り
。

23鹿
島
町
魚
瀬

お
の
ぜ

浦
の
女め

島
で
、
現
在
は
三

島
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
周
囲
一
四
三

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
八
メ
ー
ト
ル
。

御み

嶋
。
高
さ
六
丈
、
周め

ぐ

り
八
十
歩
な
り
。
松

三
株
あ
り
。

都
於

つ

お

島
は
平
田
市
地
合

ち
ご
う

浦
の
大
黒
島
、

著
穂

つ
き
ほ

島
は
同
浦
の
黒
島
。

都
於

つ

お

嶋
。
礒
な
り
。

著
穂

つ
き
ほ

嶋
。
海
藻

め

生
へ
り
。

楯
縫

た

て

ぬ

い

郡

平
田
市
坂
浦

の
東
方
に
あ
る
牛

の
首
と
い
う
岬
の

こ
と
。
こ
こ
が
秋

鹿
と
楯
縫
郡
と
の

境
だ
っ
た
。
岩
壁

が
切
り
立
っ
て
い

る
と
あ
る
が
、
今

も
か
な
り
険
し
い

岬
だ
。

自
毛
埼

し
も
の
さ
き

。
秋
鹿
と
楯
縫
と
の
二
郡
の
堺
な

り
。
崔
嵬

さ

が

し
。
松
・
栢
鬱

か
へ
し
げ

れ
り
。
時
に
即

す
な
わ

ち

晨
風

は
や
ぶ
さ

の
栖す

有
り
。

平
田
市
坂
浦

で
、
長
さ
は
八

九
・
一
メ
ー
ト
ル
。

佐
香
濱

さ
か
の
は
ま

。
廣ひ

ろ

さ
五

十
歩ぶ

あ
り
。

24己
自
都

こ

し

つ

濱
。
廣
さ
九
十
二
歩
あ
り
。

25平
田
市
小
伊
津

こ

い

つ

に
あ
た
り
、
長
さ
は
一

六
四
メ
ー
ト
ル
。

御
津

み

つ

濱
。
廣
さ
三
十
八
歩
あ
り
。

現
在
の
三
津

み

つ

浦
で
、
長
さ
は
六
八
メ
ー

ト
ル
。

26

御
津

み

つ

嶋
。
紫
菜

の

り

生お

へ
り
。

平
田
市
三
津
浦
湾
内
の
島
と
思
わ
れ
る

が
、
現
在
は
小
さ
い
岩
島
の
み
で
、
ど
の
島

を
指
し
た
も
の
か
不
明
。

能
呂
志

の

ろ

し

濱
。
廣
さ
八
歩
あ
り
。

能
呂
志

の

ろ

し

濱
は
平
田
市
唯た

だ

浦
に
あ
た
り
、

長
さ
は
わ

ず
か
八
歩

（
一
四
ｍ
）

と
浜
の
中

で
は
最
も

短
い
。

27

手
結
浦
西
方
の
寺
島
の
こ
と
。
周
囲
は

二
三
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
二
一
メ
ー
ト
ル
。

今
は
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
。

20虫
津

む
し
づ

濱
。
廣
さ
一
百
二
十
歩
あ
り
。

鹿
島
町
の
片か

た

句く

浦
の
こ
と
。

長
さ
は
二
一
四

メ
ー
ト
ル
。

21手
結
埼

た
え
の
さ
き

。
濱
邊

は
ま
べ

（
二
つ
の
檜

ひ
の
き

あ
り
。）
に
窟

い
は
や

あ

り
。
高
さ
一
丈
、
裏う

ち

の
周
り
三
十
歩
あ
り
。

鹿
島
町
手
結

た

え

浦
の
北
方
に
突
出
し
て
い

る
犬
堀

い
ぬ
ほ
り

鼻
の
こ
と
。
現
在
は
浜
辺
の
岩
穴

は
ハ
ナ
グ
リ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

手
結
浦

た
え
の
う
ら

。
廣
さ
四
十
二
歩
あ
り
。
船
二
つ

許
泊

ば
か
り
は

つ
べ
し
。

鹿
島
町
の
手
結
浦
の
こ
と
。
長
さ
は
七

五
メ
ー
ト
ル
で
、
船
が
二
隻せ

き

ば
か
り
停
泊
で

き
た
ら
し
い
。

久
宇

く

う

嶋
。
周め

ぐ

り
一
百
三
十
歩ぶ

、
高
さ
七
丈

あ
り
。
松
あ
り
。

川
來
門

か
は
く
ど

大
濱
。
廣ひ

ろ

さ
一
里
一
百
歩ぶ

あ
り
。
百た

姓み

の
家
あ
り
。

御み

嶋
。
周め

ぐ

り
二
百
八
十
歩
、
高
さ
一
十
あ

り
。中
は
東
西
に
通
れ
り
。
椿
・
松
・
栢か

へ

あ
り
。

島
根
町
の
加
賀
浦
。
長
さ
は
七
一
三
メ

ー
ト
ル
。
御み

嶋
は
加
賀
浦
の
、
現
在
は
陸
続

き
に
な
っ
て
い
る
標
高
四
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
小
高
い
半
島
と
思
わ
れ
る
。
周
囲
四
九

九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
と
あ
り
、

記
載
と
現
在
の
高
さ
が
ず
れ
て
い
る
。

か
つ
ら嶋

。
周
り
一
里
一
百
一
十
歩
、
高
さ
五

丈
あ
り
。
椿
・
松
・
小
竹

し

ぬ

・
茅ち

・
葦あ

し

あ
り
。

櫛く
し

嶋
。
周
り
二
百
四
十
歩
、
高
さ
一
十
丈

あ
り
。
松
林
あ
り
。

許
意

こ

お

嶋
。
周
り
八
十
歩
、
高
さ
一
十
丈
あ

り
。
松
林
・
茅ち

・
澤さ

わ

あ
り
。

眞ま

嶋
。
周
り
一
百
八
十
歩
、
高
さ
一
十
丈

あ
り
。
松
あ
り
。

比
羅

ひ

ら

嶋
。
紫
菜

の

り

・
海
藻

め

生お

へ
り
。

黒
嶋
。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

名
嶋
。
周
り
一
百
八
十
歩
、
高
さ
九
丈
あ

り
。
松
あ
り
。

赤
嶋
。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

か
つ
ら

嶋
は
、
加
賀
湾
に
浮
か
ぶ
島
々
で
一

番
大
き
い
桂

か
つ
ら

島
に
あ
た
る
。
周
囲
は
七
三

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
。
櫛
嶋

は
桂
島
の
東
方
、
現
在
は
陸
続
き
と
な
っ

て
い
る
島
と
思
わ
れ
る
。
周
囲
四
二
八
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。

許
意

こ

お

嶋
は
桂
島
の
西
北
に
あ
る
粟あ

わ

島
。

周
囲
は
一
四
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
〇
メ

ー
ト
ル
。
真
嶋
は
栗
島
北
方
の
馬ま

島
。
周

囲
は
三
二
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
〇
メ
ー

ト
ル
と
あ
る
。

比
羅

ひ

ら

嶋
は
粟
島
西
方
の
平
島
。
黒
嶋
は

桂
島
の
西
方
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ

り
、
今
も
黒
島
と
言
う
。
名
嶋
は
桂
島
西

方
の
二
子
島
。
周
囲
三
二
一
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
二
七
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。
赤
嶋
は
桂
島
西

南
の
赤
島
。

大
埼

お
ほ
は
し

濱
。
廣
さ

一
里
一
百
八

十
歩
あ
り
。
西

北
に
百
姓

た

み

の
家

あ
り
。

須
須
比

す

す

ひ

埼
。
白を

朮け
ら

あ
り
。

大
埼

お
ほ
は
し

濱
は
島
根
町
の
大
芦

お
わ
し

浦
。
長
さ
は

八
五
五
メ
ー
ト
ル
。
ま
た
こ
の
浦
は
、
海
食

か
い
し
ょ
く

作
用
で
で
き
た
「
洗
濯
岩
」
と
呼
ば
れ
る
見

事
な
岩
礁
海
岸
が
続
い
て
い
る
。
須
須
比

す

す

ひ

埼
は
大
芦
浦
の
北
方
に
突
出
し
て
い
る
岬
。

19御
津

み

つ

濱
。
廣
さ
二
百
八
歩
あ
り
。
百
姓
の

家
あ
り
。

鹿
島
町
の
御
津

み

つ

浦
。
長
さ
は
三
七
一
メ

ー
ト
ル
。

三み
つ

嶋
。
海
藻

め

生
へ

り
。御

津
浦
の
西

口
に
あ
る
小
島

で
、
男
島
と
も
言

う
。
後
ろ
に
原
子

力
発
電
所
が
見

え
る
。

加賀の潜戸

馬島

桂島
櫛島

加賀

赤島

小島

犬堀鼻

手結

小伊津

三津

寺島

御津

栗島

二子島黒島

大芦
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